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債
格
構
成
に
於
げ
る
一
商
業
の
作
用

(
下
)

堀

新

二
、
市
場
慣
椿
の
構
成
と
商
業

生
産
L
」
消
費
の
時
間
的
場
所
的
分
離
は
商
品
生
産
の
迂
固
化
と
相
待
つ
て
需
要
供
給
の
均
衡
化
を
困
難
な
ら
し

か
剖
ら
資
本
主
識
の
減
刑
制
展
段
階
ド
於
て
は

Jq!の、の、
ltuh.
の
過
程
ド
於
げ
る
W
W
問
ド
於
て
、
時
間
的
場
所
的
量

的
質
的
要
求
の
聞
に
矛
盾
炉
生
や
る
事
に
な
る
炉
、
こ
の
事
は
必
然
市
場
使
格
の
正
常
債
格
よ
h
の
隔
離
を
蹟
大

す
る
事
と
な
句
。
然
ら
ば
商
業
の
介
入
は
こ
の
聞
に
出
陣
し
て
如
何
な
る
作
用
を
及
ぼ
す
か
が
本
論
の
問
題
で
め
名
。

商
業
の
市
場
債
格
に
及
ぽ
す
作
用
色
商
品
生
産
が
普
及
し
慨
に
資
本
制
生
産
が
或
程
度
の
後
展
を
見
る
や
事
者
の

注
目
を
引
い
た
所
で
あ
る
。
商
業
金
山
単
な
る
致
富
の
手
段
と
考
へ
た
重
商
主
義
の
所
設
は
姑
〈
お
き
、
ケ
ネ

l
に

於
て
も
肢
に
商
業
の
間
際
的
過
不
及
の
調
節
に
よ
り
債
格
の
均
一
化
を
論
じ
た
一
節
が
め
り
、
尤
も
首
時
岡
内
商

業
の
障
害
の
結
果
そ
の
見
解
は
専
ら
外
園
貿
易
の
機
能
に
限
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
ス
ミ
ス
に
至
っ
て
は
岡
内
商
業
の

こ
の
機
能
を
極
め
て
強
調
し
『
飢
儀
融
乏
の
唯
一
の
緩
和
剤
』
と
し
て
囲
内
商
業
の
拘
束
の
撤
巌
を
主
張
し
む
。
弐

に
在
は
こ
の
勤
に
於
け
る
商
業
の
債
格
へ
の
影
響
を
考
案
し
よ
う
。

債
格
構
成
に
於
げ
る
商
業
の
作
用

九

五

第
四
十
二
巻

第
五
就

一一一一

短期的に見るなれば債格形成に於げ，;~l'芹!の支院が顕著にな z !:恩ム。マル
ク U ズ~'}..に於でも知期的に見で需要の支削を否定し得ないと思ふ。問題は果
して市場債格品S一定の期間l二就て見 t生皮債格より+ー相殺し得る榛に聖書動
するか否かで"".s。然しマノレタスに1~:'r ~ζ の i砧に関する何等の論誼色輿へ
られてゐないと思ふ。
ケネー、農業圃の綴済的統治の一般!~[J~，III第十六の誌得'-') 



債
格
構
成
に
於
げ
る
商
業
の
作
用

第
四
十
二
巻

九
三
六

第
五
務

四

-
、
時
間
的
調
節
I
C
慣
桔

商
人
は
私
経
済
的
利
盆
投
機
的
利
潤
営
目
標
に
行
動
す
る
が
、
こ
れ
は
一
面
で
は

枇
曾
的
商
品
流
遁
を
も
七
ら
し
債
格
現
象
と
な
っ
て
表
は
れ
る
。
商
品
の
需
給
調
節
償
格
の
時
間
的
調
節
は
従
来

屡
と
高
唱
さ
れ
た
所
で
あ
る
叫
然
し
こ
の
方
面
に
於
り
る
商
業
の
作
用
に
も
一
定
の
限
界
が
あ
る
事
も
見
逃
し
て

は
な
ら
な
い
。
債
格
の
韓
動
が
需
要
に
潤
す
る
供
給
の
増
加
に
よ
り
各
瞬
間
ご
と
に
平
均
さ
れ
る
様
な
商
品
の
如

き
或
は
一
定
期
間
に
捌
繁
な
る
債
格
の
品
十
日
興
を
生
や
る
如
古
川
事
情
に
な
い
商
品
の
知
事
は
商
業
の
債
格
へ
の
作
用

は
大
き
な
意
義
は
持
ち
得
な
い
町
特
に
需
要
或
は
供
給
が
一
時
期
に
偏
位
す
る
如
き
商
品
に
は
商
業
め
か
〉
る
作

用
が
最
も
強
調
町
、
れ
る
。
農
産
物
、
例
へ
ば
米
小
委
棉
花
の
如
き
は
そ
の
最
も
著
し
い
も
の
も
あ
っ
て
斯
の
如
き

は
農
民
の
手
持
金
の
乏
し
い
事
k
相
待
っ
て
商
業
の
介
入
は
生
産
直
後
の
債
格
の
低
落
を
防
ャ
。
一
般
に
商
業
の

介
入
は
生
産
者
に
と
っ
て
も
資
金
の
回
牧
を
速
に
し
或
は
生
産
物
を
借
入
金
の
搭
保
・
と
し
て
使
用
す
る
を
得
し
め

恒
常
的
生
産
を
可
能
に
し
供
給
の
時
間
的
均
街
化
を
欝
す
と
共
に
他
面
生
産
消
費
の
増
大
を
粛
す
。
然
し
前
の
僚

件
よ
り
す
れ
‘
は
レ
キ
シ
ス
等
も
上
げ
て
ゐ
る
如
仏
、
不
断
に
生
産
さ
れ
る
原
料
宇
製
品
例
へ
ば
石
炭
鍛
或
は
註
文

取
引
の
行
は
る
生
産
用
具
否
今
日
で
は
瞬
間
的
に
需
要
の
調
節
さ
れ
る
一
般
工
業
製
品
の
如
き
も
商
業
の
債
格
へ

の
作
用
は
力
強
い
も
の
で
は
め
り
得
な
い
と
思
ふ
c

生
魚
類
そ
の
他
腐
敗
性
の
商
品
も
保
管
の
岡
難
上
商
業
の
償

格
へ
の
作
用
は
制
限
さ
れ
ふ
。
向
業
は
交
換
偵
値
を
目
標
と
し
て
使
用
債
値
を
問
題
と
せ
な
い
。
こ
の
闘
係
上
私

は
そ
の
他
大
量
取
扱
の
可
能
や
商
品
の
代
替
性
の
如
き
も
こ
の
方
面
へ
の
資
本
主
義
的
商
業
の
介
入
の
た
め
の
重

要
な
一
保
件
な
り
と
思
ふ
。

3) 拙稿、商業機能"，設の愛展経草野論叢昭和十一年一)1新)参照
4) 拙稿、資本制生産の後民と商業の闘係{経済論議昭博11十年十二月号車〉

谷日教挟著、商業組織の特殊研究 P.480以下
R. Hilfetding，. Das 'Finan~~áphalf S. 177-18o~ 
'Y. Lex同 AllgemeineV'ol'kswirtscbaftslehre¥回過誤i'.!>.[56以下〉
Clark， Princi 

5) 
6) 

フ)



=
、
場
所
的
調
節
と
置
描

甲
市
場
と
乙
市
場
と
に
於
け
る
債
格
の
相
還
を
商
業
が
克
服
す
る
事
も
屡
や
論
ぜ

ら
れ
る
。
然
し
こ
れ
に
も
一
定
の
保
件
が
存
在
し
て
市
場
の
庚
狭
は
ま
ぬ
か
れ
な
い
所
で
あ
っ
て
穀
物
棉
花
瑚
排

金
銀
銅
の
如
き
そ
の
市
場
は
・
民
〈
複
雑
で
全
世
界
に
亘
り
均
一
債
格
が
構
成
さ
れ
て
ゐ
が
、

一
般
に
生
活
上
の
必

要
口
聞
は
脊
修
ロ
叩
よ
り
も
慶
き
市
場
含
有
し
、
債
の
割
合
に
重
量
容
積
の
大
な
る
も
の
は
其
市
場
狭
〈
、
保
存
容
易

に
し
て
其
取
扱
に
特
別
の
僚
件
を
必
要
と
せ
な
い
も
臥
例
へ
ば
標
準
化
さ
れ
た
も
の
代
替
性
の
大
な
る
も
の
〉
如

き
は
市
場
庇
く
、
野
菜
生
魚
の
如
き
は
市
場
は
狭
く
各
地
夫
今
の
需
供
に
麿
じ
て
異
る
債
格
が
構
成
さ
れ
る
と
云

は
れ
る
が
、
生
魚
野
菜
の
如
き
も
時
換
建
設

(
2
2
2
T玉
吉

-
D
3
1
)
例
へ
ぷ
初
め
一
目
的
地
ぞ
定
め
や
貨
物
を
送
り
鴨

仇
川
ヘ
ル
山
判
「

U
Z
A
W川
M
M
C
M
H
}
W
C
E
Z

(

!

，

、

i
j
 

じ
於
て
需
給
蹴
踏
に
p
m
'

り
そ
の
符
方
師
ヘ
の
地
方
的
配
注
念
行
ふ
事
等
M
Y

米
岡
敏
で
磯
詑

し
て
よ
り
、
商
人
の
存
在
せ
ず
き
り
し
場
合
に
比
し
、
相
調
的
に
考
ふ
れ
ば
、
か
旨
る
尚
口
問
に
却
す
る
債
格
上
の
商
業

の
調
節
作
用
は
著
し
く
増
し
て
来
た
も
の
と
云
へ
ょ
う
。
運
送
費
は
市
場
の
出
版
挟
を
決
定
す
る
重
要
な
要
素
と
一
去

は
れ
る
が
こ
れ
色
一
地
方
が
貸
切
貨
物
取
扱
の
可
能
と
な
る
限
り
そ
の
低
廉
と
迅
速
と
に
よ
り
分
散
卸
商
の
中
心

と
な
る
と
云
は
れ
る
如
〈
、
消
費
者
小
責
人
は
小
量
づ
〉
皆
直
接
生
産
者
に
接
す
る
よ
り
も
よ
り
低
廉
な
る
分
散

卸
商
の
色
と
に
集
b
、
債
格
の
地
方
的
相
違
は
小
〈
な
る
。
商
業
の
か
、
る
場
所
的
調
節
作
用
の
殺
注
に
よ
り
(
例

へ
ば
小
委
)
進
ん
で
は
債
格
の
地
方
的
差
異
は
配
給
費
に
止
ま
る
に
至
る
状
態
も
出
現
す
る
。

三
、
量
的
質
的
調
節
と
慣
桔
量
的
調
節
は
必
然
時
間
的
場
所
的
調
節
に
仲
ふ
故
抑
〈
を
き
、
商
品
の
質
的
調

節
の
問
題
に
移
る
。
商
品
の
標
準
化
は
そ
の
一
で
あ
る
。
資
本
主
義
的
債
格
調
節
に
は
商
品
の
大
量
取
扱
と
代
替

債
格
構
成
に
於
げ
る
商
業
の
作
用

九

ヒ

第
五
放

五

第
四
十
二
巻

p. 608， 609・

Lexis，原論、前掲 161-164
Lexis，原論、前掲 p.151. Clark，前掲 p・435，437・
R. Hilferding， a. a. O. S. 
高田教授著、経済撃新議第二巻 p.山・
河田博士者、経済原論、 p.100-102. Clarl.;:，前掲
Clark，前掲 p・408-411. P.609. 
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債
格
構
成
に
於
げ
る
商
業
の
作
用

第
四
十
三
巻

ブL

A 

第
五
時
蜘

ー
ム

ノ、

性
は
重
要
な
地
位
を
占
め
る
。
資
本
制
生
産
以
前
に
於
て
は
生
産
者
消
費
者
相
集
っ
て
賓
買
交
換
に
営
っ
た
が
紅

産
消
費
が
人
格
的
場
所
的
に
隔
絶
し
唯
一
の
連
絡
手
段
仁
る
見
本
取
引
庚
告
取
引
に
よ
る
需
給
の
調
節
の
速
を
期

す
る
魚
に
は
、
商
業
に
よ
る
商
品
の
標
準
化
の
後
展
は
必
然
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
場
所
的
隔
離
が
克
服

3
れ
買
手
買
手
の
了
解
が

L

容
易
と
な
り
註
文
や
債
格
の
決
定
の
困
難
は
除
か
れ
呉
る
時
期
異
る
生
産
者
の
生
産
物

も
一
の
特
質
セ
標
準
と
し
て
こ
れ
ぞ
混
合
活
れ
、
大
旧
軍
服
寅
一
炉
存
易
に
新
3
れ
た
と
共
に
、
運
謹
保
管
の
困
難
日

、空、、，

f
d

、

W
品
川
市

μ
ル民

に
め
に
市
um移
動
に
ゆ
砕
い
仰
E

と
な
hr
官
船
の
調
節
創
出
格
的
拘
街
仁
茶
阿
す
る
閉
山
り
ヴ
だ
め
桜
日
肌
り
見
批
し
難

い
一
事
象
で
あ
ム
。
第
二
に
商
業
の
品
質
的
調
節

E
し
て
注
目
す
べ
き
は
需
要
者
の
品
質
の
地
域
的
階
級
的
制
節

で
あ
っ
て
或
地
域
は
或
階
級
は
良
好
な
品
質
が
要
求
さ
れ
或
は
然
ら
、
ぎ
る
が
知
事
は
こ
れ
で
あ
っ
て
叉
商
人
に
よ

り
同
一
商
品
を
甲
乙
丙
の
段
階
を
付
し
一
定
の
階
級
に
劃
し
彼
等
の
世
合
的
購
買
力
に
臆
中
る
様
に
備
へ
る
と
共

に
同
じ
買
上
高
を
保
持
し
つ
〉
或
階
級
は
正
常
債
格
以
上
に
他
の
階
級
は
そ
れ
以
下
に
販
買
し
需
給
の
調
節
を
嗣

る
事
・
も
行
は
れ
る
に
至
る
。
こ
れ
は
同
一
底
舗
内
に
於
て
も
行
は
れ
例
へ
ば
或
種
の
商
品
を
誘
引
品
と
し
て
そ
の

割
引
を
他
の
商
品
に
負
擦
せ
し
め
流
行
品
季
節
等
の
需
供
調
節
に
躍
中
る
事
を
得
、

か
く
て
、
債
格
の
一
著
し
い
麺

動
投
買
の
却
さ
は
商
業
の
介
入
に
よ
り
除
か
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

以
上
商
業
の
市
場
債
格
へ
の
作
用
を
考
察
し
に
。
勿
論
こ
れ
は
商
人
の
替
利
的
見
地
で
行
ふ
の
で
あ
る
が
そ
の

結
果
は
吐
曾
的
に
見
れ
ば
債
格
の
襲
動
を
安
定
化
し
、
そ
の
振
幅
を
減
じ
、
債
格
を
生
産
債
格
に
近
付
け
る
事
を

知
っ
た
。
然
し
ぞ
の
安
定
化
は
単
に
流
通
中
に
表
は
れ
る
饗
動
の
み
で
あ
る
事
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
流
通
界

Clark，前掲 P.401-404
小委の世界的償給は Pゲアフ・-1レの債格を中心kしで成立するが或地方にと
れより高低ある時は直ちに供給は出入して領特はじの基準的債格 Bol:;icPrice 
に一致せんとする。故に例へばU カプ、日グアフ・，ーノレの小雪俸の償絡の差は小
参画E給費1::げの相違にすぎない蜘に保たると三五iふ(1二LII.r'k前橋 p. 607.加 8.)
向井鹿松著、臨給市揚組織 p.3句-379

13) 
14) 
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に
深
見
す
べ
か
ら

Y
る
大
費
動
、
或
は
生
産
保
件
の
詩
型
動
よ
り
生
や
る
債
格
費
動
の
如
き
は
決
し
て
除
、
き
得
る
も

の
で
は
な
い
。
特
に
そ
の
作
用
の
頴
著
な
る
は
流
通
期
聞
が
長
〈
ま
た
生
産
が
見
渡
じ
が
た
い
ほ
ど
多
数
の
生
産

場
所
に
分
散
さ
れ
そ
れ
の
産
額
が
珠
見
し
難
〈
不
定
で
あ
り
従
っ
て
債
格
の
流
通
上
の
動
揺
が
願
著
で
不
規
律
な

生
産
物
の
如
き
で
あ
る
。
向
商
業
の
介
入
に
よ
り
債
格
襲
動
の
回
数
が
多
〈
な
り
、
時
と
し
て
は
そ
の
投
機
的
動

機
が
却
っ
て
安
き
に
貰
り
高
き
に
買
ふ
結
果
と
な
り
債
格
費
動
を
大
に
す
る
事
も
あ
る
色
見
逃
し
難
い
。
商
業
の

介
在
は
元
来
こ
れ
な
〈
ば
ぎ
l

Q

示、
l
t〈
、
)
は
一
一
過
程
に
過
ぎ
玄
り
し
色
の
を
中
間
過
程
を
設
け
る
事
に
よ
り

を
分
離
す
る
事
に
な
り
、
こ
れ
が
一
面
債
格
均
衝
に
作
用
す
る
事
上
越
の
如
〈
で
あ
る
が
、
他
面

戸
川
「

I
C
-
(
U
4
r〈

J
り
は
れ
ば
一
の
仰
惣
的
需
要
ぞ
作
り
需
給
の
澗
A
U
ぞ
阻
害
す
る
事
T
と
も
な
る
の
賀
山
同
(
の
耐
口
附
は
必
や
し
れ
購
買

を
符
ち
て
販
到
す
る
・
も
の
で
は
な
い
c

こ
の
勤
で
商
業
費
本
は
再
生
産
過
程
個
人
的
消
費
よ

h
少
〈
も
外
部
的
に

は
(
内
部
的
依
存
に
閥
ら
や
)
一
際
澗
立
に
機
能
し
得
る
。
然
し
終
極
的
ー
に
は
個
人
的
消
費
に
よ
り
制
限
づ
け
ら
れ

て
ゐ
る
。
こ
冶
に
矛
盾
が
後
生
す
る
の
で
あ
る
。
商
人
が
偲
想
的
需
要
を
創
り
再
生
産
を
制
限
外
に
押
し
進
め
産

業
資
本
家
の
牧
入
を
惜
し
、

一
産
業
資
本
家
は
他
の
産
業
資
本
家
を
運
動
せ
し
め
不
麓
資
本
間
の
流
通
は
盛
と
な

h
ノ
一
臆
消
費
は
繁
柴
の
絶
頂
に
建
す
る
と
し
て
も
、

一
方
見
え

F
る
一
面
に
於
て
商
人
の
在
庫
口
聞
が
そ
れ
以
上
に

過
充
と
な
っ
て
居
れ
ば
、
い
つ
か
は
こ
の
内
部
的
矛
盾
は
何
等
か
の
方
法
に
よ
り
統
一
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
o

こ
の

場
合
消
費
制
限
に
伴
ふ
資
本
回
流
の
遅
延
こ
れ
に
劃
す
る
再
販
責
前
の
購
買
商
品
に
謝
す
る
手
形
満
期
、
銀
行
の

支
排
督
促
等
を
考
へ
合
す
時
容
易
に
強
制
販
買
の
必
然
性
恐
慌
殺
生
の
必
然
を
理
解
す
る
事
が
出
来
る
。
卸
も
商

債
格
構
成
に
於
げ
る
商
業
rω
伶
用

第
四
十
一
一
巻

:九

九

第
五
時
制

七

Clark.前掲 p.541-557 谷口教授札前!給組織論 p.88. 89. . 
R. Hilferdir.g， a. a. O. 187・188.
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債
格
構
成
に
於
げ
る
商
業
い
作
用

九
川

O

第
五
披

F、

第
間
十
一

a

巻

業
の
介
在
に
よ
る
生
産
、
消
費
の
隔
離
は
偵
格
費
動
の
激
化
否
恐
慌
へ
の
一
導
因
を
作
る
事
さ
へ
あ
る
事
も
百
定

出
来
な
い
。
商
業
の
債
格
調
節
の
機
能
は
一
躍
は
躍
に
流
通
過
桂
の
み
に
止
ま
る
。

目
、
恒
桔
の
積
極
的
調
節
と
消
極
的
調
節
以
上
私
は
需
要
供
給
を
一
定
の
も
の
と
し
て
商
業
の
債
格
調
節
作

用
い
就
い
て
考
察
し
た
が
こ
れ
を
慨
に
消
械
的
調
節
作
用
と
云
ふ
な
ら
ば
商
業
炉
一
定
の
限
界
に
於
で
消
費
需
要

を
創
造
し
(
想
俄
的
需
要
で
は
な
い
)
生
産
に
も
作
用
を
及
ぼ
す
事
も
あ
る
が
こ
れ
を
積
極
的
調
節
作
用
と
一
五
ひ
得
る
。

h
H
樗
り
品
目
刊
誌
h叫
円
世
主
二
〉

hソ
ゲ
司
上
り
l」
5
1
5
A
主
」
廿
り
h
H
E
h
r
・
也
片

J

乃
帯
E
h
こ
専
向
冗
T

JLド
l

ふ一ジ
r
s
b
F
t
-
t
u
-
-
F
J
J
A
I
A
-
h

・3
t

t

↑也，，、
-

-

l

a

f

1

J

J

1

0

L

川

I
h
-
-
J
r
z
-
h
'
-
t
-
v
l
-
a

一t'
P
4
1
-
J
J
t
L
'

一l-r
-
J
H
L
U
副
町
d
t寸
同

J
J
V

J
h
Y
7ふ
り
び
わ

T

J

t

t

 

り
一
は
需
要
白
韓
併
}
創
造
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
流
行
川
山
奪
修
品
等
需
要
の
伸
縮
性
の
大
な
る
も
の
で
は
商
業

の
こ
の
作
用
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
。

ク
ラ

1
ク
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
生
産
用
品
例
へ
ば
原
料
等
に
於
て
は
需
要

創
造
は
困
難
な
る
が
、
消
費
用
品
提
に
設
備
品
に
於
て
は
供
給
者
の
債
格
構
成
へ
の
力
は
大
事
〈
、
消
費
者
の
需

要
の
創
造
修
正
は
容
易
で
あ
る
事
を
指
摘
し
て
ゐ
る
が
、
兎
に
角
資
本
制
生
産
が
需
要
を
深
め
漁
期
し
て
作
る
も

の
で
は
な
〈
、
特
に
生
産
の
迂
回
化
は
こ
れ
を
不
可
能
化
す
る
以
上
、
商
業
の
か
〉
る
積
極
的
債
格
調
節
作
用
も

見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

五
、
生
産
者
恒
格
・
卸
責
債
措
・
巾
責
置
植
の
関
係

す
る
か
或
は
小
資
債
格
が
卸
賓
債
格
次
い
で
生
産
者
債
格
を
支
配
す
る
か
い
づ
れ
か
が
支
配
的
で
あ
る
様
に
一
腰

生
産
者
債
格
が
卸
責
債
格
皆
、
次
い
で
小
責
債
格
を
支
配

考
へ
ら
る
。
然
し
市
場
債
格
の
構
成
は
事
賞
こ
の
一
考
を
百
定
す
る
。
寧
ろ
市
場
債
格
は
卸
責
債
格
に
よ
り
支
配
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
へ
思
は
れ
る
。
蓋
し
こ
れ
は
卸
頁
債
格
の
性
質
よ
り
来
る
も
の
で
卸
資
に
於
て
は
そ
の

谷口教授著、配給組織論 p.74. 75・
C¥ark，前掲 p.592-598. 
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取
引
の
目
的
が
轄
買
に
あ
h
，
商
品
は
大
量
的
に
し
て
取
引
相
手
は
前
人
で
め
る
。
需
給
の
僅
な
墾
動
も
抗
も
に
之

，
に
反
映
し
振
幅
は
小
な
り
と
曜
も
時
間
的
に
頻
繁
に
費
動
す
ぺ
き
で
あ
る
が
故
に
市
況
は
最
も
速
に
卸
責
商
の
手

に
入
り
債
格
に
表
は
れ
る
。
生
産
者
債
格
小
責
債
格
は
こ
れ
に
依
存
す
る
所
多
し
と
蜂
も
そ
の
追
従
の
程
度
は
大

き
き
の
上
に
或
は
時
間
の
上
に
或
程
度
の
差
が
あ
る
。
小
貫
債
格
は
卸
貰
債
格
の
如
〈
頻
繁
に
は
種
化
せ
な
い
。

仕
入
聞
の
期
聞
は
長
〈
卸
責
債
格
の
費
動
は
直
ち
に
小
寅
に
は
俸
は
ら
な
い
。
消
費
者
は
債
格
の
饗
動
を
好
ま
や

小
頁
底
・
も
取
扱
商
品
量
は
少
〈
種
類
は
多
い
故
日
冷
の
卸
買
債
格
の
費
動
に
よ
h
債
格
を
構
動
す
る
必
要
砂
見
な

ぃ
。
小
買
の
刈
症
は
大
型
、
〈
符
貨
も
債
格
構
成
巾
に
合
生
れ
る
故
防
憾
の
境
動
に
よ
り
大
な
る
影
響
は
な
い
の
炉

の
盟
論
的
組
擁
で
あ
る
が
、

'
勿
論
長
期
的
に
見
れ
ば
小
貰
俄
格
も
卸
資
倒
格
に
従
ふ
事
は
否
定
出
来
な
い
。
黙
し

生
産
者
債
格
は
比
較
的
に
卸
資
債
格
へ
の
追
従
性
は
大
き
い
。
私
は
こ
の
理
由
は
取
引
量
の
犬
な
る
事
と
取
引
の

、

、

当

目
的
よ
り
来
る
と
思
ふ
。
小
寅
に
於
て
は
使
用
債
値
が
著
目
せ
ら
れ
て
居
る
限
り
消
費
者
像
剰
が
大
な
る
意
義
を

も
ち
一
面
消
費
に
よ
る
快
端
末
と
慰
安
は
貨
幣
慣
値
で
表
現
す
る
は
困
難
で
あ
っ
て
、
こ
れ
小
貰
商
業
に
於
け
る
人

的
差
別
債
格
の
存
在
或
は
そ
の
時
間
的
理
動
の
小
な
る
理
由
で
あ
る
が
、
交
換
債
値
に
著
目
し
大
量
的
に
生
産
さ

れ
る
生
産
者
債
格
に
於
て
は
例
へ
卸
資
債
格
の
如
く
頻
繁
で
は
な
い
に
せ
よ
、
こ
れ
に
退
陣
し
て
費
動
す
る
性
質

は
大
き
い
。

勿
論
こ
れ
等
三
償
格
と
雄
も
永
久
的
に
見
れ
ば
正
常
債
格
が
支
配
す
る
所
で
あ
り
或
一
定
の
期
間
に
就
て
見
れ

ぱ
小
責
債
格
が
文
配
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
市
場
債
格
構
成
に
於
け
る
卸
責
債
格
の
支
配
的
地
位
は
卸
頁
商
い
か

債
格
構
成
に
於
げ
る
商
業
の
作
用

九
四

第
五
銑

九

第
四
十
二
巻

Lexis，原論、前掲 p.167 .. 
Clark.前掲 p.6QI-604・
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Clark，前掲 p.604・
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債
格
構
成
仁
於
げ
る
商
業
の
作
用

九
四

第
四
十
二
巻

第
五
務

一
回

O

自
己
の
文
排
債
格
及
び
受
取
債
格
を
自
ら
決
定
し
得
る
と
一
五
ふ
事
を
示
す
も
の
で
は
な
く
し
で
、
寧
ろ
小
寅
市
場

又
は
地
方
市
場
に
劃
し
て
或
は
叉
製
造
口
聞
に
劃
す
る
工
場
債
格
に
劃
し
て
庚
汎
な
る
影
響
を
輿
ふ
る
市
場
の
襲
動

は
通
常
生
産
者
又
は
小
頁
商
に
明
瞭
と
な
忍
前
に
先
づ
卸
頁
商
に
戚
知
せ
ら
る
〉
事
云
ひ
か
ふ
れ
ば
卸
貰
市
場
に

於
け
る
市
担
報
昔
の
優
秀
性
仁
よ
る
も
の
と
思
ふ
。
こ
の
貼
ク
ラ

l
ク'等

6
力
説
せ
る
所
で
あ
る
匂

在
、
鹿
町
討
臣
告
。
書
党
合
臨
肱

劃引

E
d
a品
f
U
4串
R

M

d
句
割
引
唱
ヨ

以
上
は
生
産
者
・
商
人
・
需
要
者
相
互
に
自
由
競
争
の
行
は
る
、
場
合
で
あ
る
が
、
本
論
に
於
て
は
こ
れ
等
相
互

聞
の
競
守
の
十
分
行
は
れ

F
る
場
合
に
就
い
て
考
察
す
る
。
濁
占
は
そ
の
主
要
な
る
色
の
で
あ
る
が
、
今
濁
占
の

概
念
を
供
給
又
は
需
要
の
数
量
詑
に
債
格
の
皐
一
な
る
意
思
に
よ
る
統
制
と
解
す
る
と
し
て
、
こ
の
皐
一
な
る
息

意
が
生
産
者
な
る
か
商
人
な
る
か
消
費
者
な
る
に
よ
り
向
商
人
の
濁
占
同
生
産
者
の
燭
占
司
消
費
者
の
濁
占
に
分

ち
そ
の
各
場
合
に
於
け
る
商
業
の
債
格
へ
の
作
用
を
考
察
し
て
み
た
い
。

で
商
人
の
濁
占

商
人
の
摘
占
に
は
商
人
の
生
産
者
に
劃
す
る
濁
ト
n
と
商
人
並
に
消
費
者
に
劃
す
る
濁
出
の

二
つ
の
場
合
併
』
考
へ
得
る
が
、
こ
の
各
ム
ザ
の
場
合
は
相
伴
ふ
事
が
多
い
。
商
人
の
債
格
に
劃
す
る
濁
占
的
支
配
は

我
等
は
之
営
資
本
制
生
産
殺
生
前
の
商
業
の
中
に
そ
の
典
型
的
姿
を
見
出
す
事
が
出
来
る
と
思
ふ
。
営
時
費
本
は

流
通
過
程
に
於
て
の
み
成
立
し
、
生
産
過
程
に
及
ば
守
、
生
産
は
使
用
債
値
を
目
的
と
し
て
行
は
れ
七
関
係
上
、

債
格
の
人
的
場
所
的
均
一
化
も
な
〈
、
債
格
は
杢
〈
商
人
の
支
配
す
る
所
で
あ
っ
て
町
中
世
以
降
も
商
人
が
産
業

261 Clark.前禍 p.605. 606. Le，，;，.，原論、前掲 167・，，68
1) 高田教授、経哲軍事新譜第=巻 p.146濁占の本質が叡量に聖母する指令か債替

に劃する指令にあるかは問題のめ品所であ品。高111博士の知きは債格の指令
に塾すする自由にありとカ説きる(高回数授、債格J摘出 p." )私は数量、債
格闘方l二聖母する指令を以て完全な燭占の姿と解しにL・0 償絡協定の却き供給
敏量の放告の存在する場合完全lこ濁占の機能を費慨しでゐ石とは思へない。



を
支
配
し
て
ゐ
た
闘
係
上
生
産
者
よ
り
商
人
へ
の
販
責
債
格
志
販
責
量
き
へ
色
商
人
の
指
令
す
る
所
で
あ
っ
た
。

然
し
こ
の
間
に
尚
人
間
に
債
格
利
潤
に
闘
し
組
合
的
統
制
が
行
は
る
〉
や
商
人
の
利
潤
競
争
は
自
ら
を
産
業
に
に

や
さ
は
ら
し
め
る
に
至
っ
て
商
業
資
本
の
産
業
資
本
へ
の
轄
換
が
行
は
れ
る
こ
と
冶
な
っ
た
が
、
然
ら
ば
資
本
制

生
産
の
ち
と
に
於
て
は
知
何
と
い
ふ
に
そ
の
初
期
に
於
て
は
生
産
は
向
分
散
的
で
あ
り
、
資
本
力
の
優
越
性
も
信

用
醐
係
も
商
人
の
側
に
あ
り
、
特
に
信
用
が
支
抑
信
用
で
あ
る
聞
は
商
人
は
銀
行
よ
り
相
嘗
の
便
宜
を
得
た
。
故

に
商
人
は
こ
の
優
越
性
を
利
用
し
て
生
産
者
の
債
格
を
岡
崎
縮
し
供
給
や
支
棚
上
の
健
件
を
附
し
、
こ
れ
に
よ
り
好

景
気
の
利
盆
の
上
前
を
は
ね
沈
滞
期
の
損
失
を
一
部
分
を
生
産
者
に
轄
嫁
し
得
た
μ

然
る
に
資
本
主
義
の
濁
占
化

ド
除
一
業
い
於
て
企
業
結
合
的
殺
院
と
共
じ
よ
前
人
の
か
、
る
機
能
は
縮
小
除
去
さ
れ
て
ぞ
の
側
一
格
も
産
業
の
指
令
に
仰

ふ
を
得
r
c
る
に
至
っ
た
。
然
し
こ
の
場
合
も
向
業
白
檀
の
カ

Y
テ
Y
化
も
或
程
度
行
は
れ
得
然
る
恨
み
リ
中
小
工
業

を
支
配
し
ぞ
の
商
人
へ
の
販
寅
債
値
を
歴
縮
す
る
。
の
み
な
ら
や
、
生
産
者
を
し
て
一
般
市
場
に
貰
ら
玄
る
義
務

を
負
は
し
め
量
的
統
制
を
も
困
る
事
が
出
来
る
。

か
〉
る
商
人
の
購
買
者
と
し
て
の
優
勢
に
よ
る
仕
入
債
格
の
歴

縮
は
産
業
利
潤
を
犠
牲
に
し
て
商
業
利
潤
を
高
め
る
も
の
と
見
得
る
が
、
然
ら
ぱ
商
人
に
よ
る
生
産
者
の
使
格
は

如
何
な
る
勤
ま
で
暦
縮
し
得
る
か
。
理
論
的
に
は
株
式
曾
枇
な
る
限
り
生
産
費
十
利
子
ま
で
と
一
再
ひ
得
る
が
、
私

は
一
史
に
進
ん
で
は
利
子
自
瞳
・
ち
消
滅
し
得
て
生
産
費
迄
躍
密
に
は
今
限
界
概
念
を
用
ふ
れ
ば
、
商
人
の
必
要
な
る

需
要
を
充
し
得
る
だ
け
の
供
給
者
中
の
限
界
生
産
暑
の
生
産
費
を
償
ふ
だ
け
ま
で
と
云
ふ
事
が
出
来
る
と
思
ふ
。

然
し
生
産
費
を
必
要
と
せ
な
い
供
給
者
に
卦
し
で
は
こ
の
塵
縮
は
真
に
大
き
い
。
供
給
者
と
し
て
の
商
人
の
債
格

債
格
構
成
に
於
げ
る
蔚
業
の
作
用

策
問
十
二
巻

九
四

第
五
披

四

拙稿、資本制生産の費展 k 商業の関係f~~!君事論叢昭和十年+コ JJ披)
{~ダノフ、経済科撃結論(改造社) I前人法5'.産者の生活資料.r::げを脅す程度
までの債格を付して債置以下に購入〕7:進んでは債格並l二量、賞、仕上時期も
指令した。(前記 p.190-193.) 

3) エ":/!? )レス、資本論第三倉荷主宜l""化タス全集第十四巻 p・ 325以下〉
4) Hilferding. D剖 fiinanzkapiUil.S.， 26I. 



第
刊
十
二
巻

九
四
四

官可

第
五
被

僚
格
構
成
に
於
げ
る
商
業
の
作
風

へ
の
作
用
も
又
一
定
の
限
界
に
立
つ
。
普
通
一
定
債
格
よ
り
仕
入
債
格
を
差
引
に
る
も
の
に
そ
の
債
格
に
於
け
る

買
上
数
を
乗
じ
た
積
一
か
最
大
な
る
如
き
債
格
が
付
注
れ
る
と
云
は
れ
る
が
、
然
し
こ
の
場
合
も
こ
の
債
格
の
決
定

に
は
種
A
f

な
る
制
限
を
受
け
る
。
生
産
者
の
直
接
販
賓
の
可
能
は
そ
の
一
の
制
限
で
あ
り
、
消
費
者
需
要
の
伸
縮

性
は
第
二
の
制
限
で
あ
り
、
代
川
品
の
准
出
は
第
三
の
制
限
で
あ
る
o
例
へ
ば
米
の
如
き
商
人
の
潤
占
に
よ
り
相
常

の
釣
上
念
行
ひ
得
る
が
砂
糖
の
如
き
ポ
グ
タ
イ
の
如
き
そ
の
需
要
は
直
ち
に
代
用
品
に
向
ふ
故
そ
の
債
格
釣
上
に

日
仏
限
界
一
か
め

4
4周
年
日
甘
い
も
成
松
民
約
叩
州
市
川
析
は
と
〉
市
引
が
あ
る
。
側
ヘ
ぽ
慨
格
ド
山
一
少
の
相
浅
は
あ
っ
て
z
b

習
慣
上
使
誼
上
消
費
者
が
或
商
品
又
は
或
商
庖
の
み
よ
り
購
入
す
る
場
合
が
め
り
、
こ
れ
は
小
賓
商
等
に
柱
み
見

る
所
で
あ
る
。
米
闘
に
竣
達
し
た
反
復
的
販
貰
(
究
官
旦

E2)

費
者
に
一
底
商
標
の
商
品
購
入
の
管
慣
を
養
ム
時
は
以
後
の
商
品
に
こ
の
費
用
を
割
営
相
劃
的
に
は
小
鰹
費
で
永

積
的
責
上
を
期
待
し
得
る
と
一
去
へ
る
如
き
は
こ
の
慣
習
を
利
用
し
に
も
の
で
あ
る
が
御
用
聞
掛
頁
の
蔑
存
甚
だ
し

き
わ
が
園
小
賀
商
業
に
於
て
は
別
の
意
味
か
ら
競
争
債
格
の
行
は
れ
る
事
が
制
限
さ
れ
て
居
る
と
云
へ
ょ
う
。

例
へ
ば
二
商
品
の
康
告
に
多
大
の
費
用
ぞ
附
し
消

=
、
生
産
者
の
濁
占

生
産
者
の
濁
占
は
商
業
の
債
格
構
成
作
用
の
上
に
如
何
な
る
影
響
を
持
っ
か
。
直
接
問

題
と
な
る
は
生
産
者
の
企
業
結
合
の
場
合
で
あ
る
が
、
こ
の
と
き
知
何
な
る
場
合
調
占
が
存
在
す
る
と
云
へ
る
か

私
は
企
業
が
債
格
決
定
に
標
準
を
あ
た
へ
る
地
位
に
あ
る
場
合
然
り
と
一
五
ひ
得
る
と
思
九
。
然
ら
ぱ
如
何
な
る
場

一
腰
は
そ
の
生
産
の
中
景
気
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
を
通
じ
て
市
場
供
給
に

融
〈
べ
か
ら

Y
る
部
分
の
支
慨
を
以
て
足
れ
ち
と
一
一
ム
ひ
符
よ
れ
。
然
し
こ
れ
に
は
一
定
の
前
提
却
ち
結
合
外
の
者

合
に
債
格
種
動
に
標
準
JT
興
一
へ
得
る
か
。

5) R. Liefm叩 n，K.rt.lle undTrust p. 139 (竹内需 p.139) 
。) Fred E. Claτ'1(， Princeples of Mar1剖I"g，(緒方誇 p.571.) 
7) ・Cl.rk，前掲、 p・576.
8) 戸田博士、商業経済論 p.88司 94，

9) 高田教授、前掲 p・巧7
10) R. Hilferding，. a. 0 討 24り



が
同
好
景
気
の
か
冶
る
追
加
需
要
の
必
要
と
す
る

Y
け
し
か
生
産
し
得
な
い
こ
と
間
生
産
費
の
よ
り
高
い
こ
と
こ

の
二
つ
を
前
提
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
限
り
不
況
に
於
け
る
生
産
制
限
は
結
令
外
の
も
の
に
降
り
懸
る
事
と
な

る
が
、
こ
の
時
結
合
者
の
地
位
は
趨
稗
的
濁
占
が
自
然
的
濁
占
に
よ
り
確
め
る
時
最
も
強
い
と
思
ふ
。
勿
論
債
格
協

定
に
よ
h
ノ
一
臆
債
格
統
制
は
行
ひ
得
る
が
前
の
場
A
H
に
は
商
人
の
債
格
へ
の
作
用
は
極
め
で
縮
小
さ
れ
て
ゐ
る
左

は
い
へ
、
こ
の
場
A
口
に
は
需
給
関
係
が
放
任
さ
れ
て
ゐ
る
故
買
占
責
惜
に
よ
り
債
格
へ
作
用
す
る
館
地
は
大
き
い

と
一
五
へ
ょ
う
。
か
く
商
人
の
介
花
に
よ
る
宵
給
闘
係
が
素
る
事
は
カ

Y
-プ

Y
の
償
格
支
配
を
困
難
な
ら
し
め
ら
れ

る
闘
係
上
必
然
商
人
の
作
用
が
除
か
れ
る
と
共
に
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
の
如
き
販
頁
形
態
が
説
明
展
す
る
事
と
な
る
。
然

ぷ
限
h
，I

間
人
の
債
格
へ
の
作
川
は
縮
小

3
れ
借
地
ん
で
は
向
人
の
仕
入
間
情
板
員
同
川
崎
ば
カ
V
テ

Y

に
よ
り
定
め
沿
っ

れ
手
数
料
或
は
賃
捗
働
に
相
控
守
す
る
差
頬
を
受
取
る
事
と
な
り
或
意
味
で
は
生
産
者
が
直
接
消
費
者
に
接
す
る
と

同
じ
形
式
と
な
忍
。
然
ら
ば
か
〉
る
商
業
の
除
去
は
債
格
砂
一
安
く
す
る
か
。
立
場
に
よ
り
考
へ
方
は
田
宍
る
が
流
通

過
程
の
生
産
性
を
弔
同
定
す
る
限
り
純
利
潤
が
企
業
利
得
利
子
地
代
商
業
利
潤
の
問
に
如
何
様
に
分
配
さ
れ
様
左
岸

業
資
本
家
の
利
潤
守
増
大
す
あ
の
み
で
債
格
の
上
に
は
襲
化
な
い
と
一
腰
は
一
五
へ
ょ
う
。
然
し
私
思
ふ
に
こ
れ
は

穂
債
値
線
債
格
に
然
る
だ
け
で
、
個
ム
干
の
商
品
に
就
て
見
れ
ば
、
今
流
通
艇
費
の
問
題
を
枯
〈
お
く
色
、
商
業
利
潤

の
除
去
は
利
潤
平
均
化
を
認
め
る
限
り
債
格
に
影
響
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
主
恩
人
。
配
給
過
程
の
偵
格
へ
の
作
用
は
こ

の
意
味
で
も
認
め
ら
れ
る
。
(
前
揖
拙
稿
事
照
)

企
業
結
合
の
竣
展
は
か
く
し
て
投
機
を
排
除
し
安
定
債
格
ぞ
色
た
ら
す
事
に
よ
り
こ
の
方
面
に
於
げ
る
商
人
の

債
格
構
戒
に
於
げ
る
商
業
の
作
用

第
四
十
二
巻

九
四
五

第
五
披

E月

R. Liefmann，前干局 p.I08. R. Hilfi:!rdiJ!lg， a. a. O. S. 247， 248 
R. Hilferding， a・a.O. S. 274以下 R.Ll，dinann，前掲 p.135拙稿、前掲参照
今 (A)生産資本1000、商業資本2∞(1叩口十 2∞1と(B)1000+4∞との二つの
企業を考へ平均利潤率を20%~ す z 時作商業空費をカルテルの結果半減し1fト
Tごとせば (A)に於ては日∞に射し340(B) に於では日∞に聖母し480の利潤会
得るわけ?革Ij潤事不平等の結果平均化活科に導主償給の費動が色たらされる

II) 

12) 
13) 



債
格
構
成
に
於
げ
る
商
業
の
作
用

第
円
十
二
巻

第
五
就

1'8 
l叫

九
四
六

機
能
を
縮
小
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
カ
M
F
7
U
F

の
債
格
決
定
は
如
何
に
し
て
行
は
る
〉
か
。
商
人
調
占
の

消
費
者
へ
の
聞
係
と
具
ら
や
一
方
生
産
費
と
生
産
規
模
他
方
債
格
と
販
路
と
の
闘
係
に
於
て
決
定
3
る
と
云
へ
よ

ぅ
。
こ
の
際
普
通
車
債
を
P
と
し
生
産
費
を

P
貰
却
高
を
M
と
し
、
傾
格
を
F
に
引
上
げ
た
時
責
却
高
が

m
だ
け
減

少
し
だ
と
す
る
と

A
J
X
7
2
2
)冨
芝
府

v
Fの
場
合
に
於
て
宮
が
よ
主
で
あ
る
伎
に
究

局
に
於

τは
澗
占
者
は
・
王
国
明
が
・
石
市
引
に
等
し
〈
な
る
迄
引
上
げ
得
る
可
能
が
め
り
川
市
人
の
介
入
す
る
時
仁
は
向

人
を
通
じ
て
こ
の
債
格
を
要
求
す
る
と
思
は
れ
る
。
泊
費
者
へ
の
債
格
は
前
述
の
如
〈
需
要
の
伸
縮
性
代
用
品
等

の
闘
係
で
限
界
づ
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
金
生
産
者
と
の
闘
係
に
於
て
見
れ
ば
、
未
カ
ケ
ア
U
F

化
産
業
の
犠
牲
に
於
て

カ
Y
4プ
Y
化
債
格
の
釣
上
或
は
仕
入
債
絡
の
蹴
少
が
賛
さ
れ
る
事
と
な
る
。
然
る
限
り
カ
Y
-プ
Y
化
産
業
相
互
間

の
平
均
利
潤
は
高
上
し
未
カ

Y
テ

Y
化
産
業
の
そ
れ
は
低
下
す
る
事
と
な
る
。
こ
れ
は
必
然
債
格
に
作
用
す
る
わ

け
で
あ
る
が
、
こ
の
未
カ

U

てプ
Y
化
産
業
相
互
の
問
に
も
資
本
の
有
機
的
構
成
を
異
に
す
る
閥
係
土
カ

Y
テ

Y
に

よ
っ
て
騰
貴
せ
る
原
料
を
ヨ
9
多
量
に
使
用
す
る
産
業
は
そ
の
生
産
物
の
債
格
を
引
上
げ

F
る
を
え
な
い
し
ヨ

p

少
量
に
使
用
す
る
産
業
の
債
格
を
引
下
げ
る
事
と
な
る
。
未
ヵ

y
eプ
Y
化
産
業
は
カ

U

て
プ
Y
化
産
業
よ
り
そ
の
利

潤
を
犠
牲
に
し
て
購
買
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
未
カ
Y
テ
Y
化
農
業
に
販
責
す
る
商
品
の
債
格
昂
騰
は
、
必
然

あ
ら
ゆ
る
消
費
者
l
資
本
主
義
的
泊
費
者
に
劃
し
て
の
み
な
A
A
r
ー
に
も
た
ら
さ
れ
る
わ
け
で
、
然
る
限

h
か
う

る
消
費
者
へ
も
高
い
債
格
で
寅
渡
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
間
未
カ

Y
テ
Y
化
産
業
の
存
立
維
持
を
奥
へ
る
必
要

に
よ
る
限
界
の
ほ
か
間
消
費
に
劃
し
て
は
大
き
な
制
限
あ
り
、
債
格
上
回
却
に
限
界
め
る
事
は
な
の
先
に
指
摘
し
た

(Hilfcrding， a. 9.0. S. 267.) 
Wilhelm L剖 i.，AlIgemeine Volk5wirtschaftslehre (悶漣滞 p.141) 

賓際上は費用逸増叉は逓減の法則の支服、消費者の需要の伸縮性等が作用し
この債格の決定は極めて困難?ある(クラーク前掲 p.SH) 
R. HUfcuding， a. a. O. S. 29Z 
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一
曙
こ
は
生
産
者
の
特
別
利
潤

通
り
で
あ
る
。
ヵ

Y
-ア
Y
技
術
の
改
善
は
債
格
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぽ
す
か
。

を
増
す
の
み
債
格
に
影
響
な
し
と
云
ひ
得
ょ
う
が
、
生
産
の
増
加
に
よ
る
債
格
低
下
志
考
へ
得
る
。
然
し
こ
れ
も

，
カ

M
Y
-
y
y
内
部
で
技
術
的
に
遅
れ
た
工
場
を
取
除
き
一
一
、
三
の
麓
替
で
必
要
需
要
だ
け
を
充
す
事
-b
出
来
る
。

生
産
部
門
の
カ

Y
-プ
Y
化
は
他
の
生
産
部
門
に
波
及
し
そ
の
閉
会
併
隷
属
が
行
は
れ
る
が
こ
れ
は
如
何
な
る
限
度

迄
及
び
得
る
か

6
問
題
で
あ
る
。
若
し
そ
の
極
限
迄
を
考
へ
る
な
れ
ば
、
貨
幣
は
何
等
の
役
に
色
立
た
十
債
格
は

m

単
な
る
名
目
上
の
色
の
と
な
り
生
産
物
の
分
配
は
意
識
的
に
規
律
き
れ
今
日
の
商
業
の
機
能
の
却
さ
は
単
な
る
運

持
活
保
管
等
ぞ
管
h
u
技
術
的
な
も
の
に
化
す
る
事
と
な
ら
う
。

ム
可
自
由
競
争
合
前
提
ー
と
し
て
品
供
給
の
需
要
に
及
ば
ざ
あ
時
は
一
輔
の
欄
占
的
地
位
が
出
現
す
る
川

こ
の
場
合
は
財
の
置
く
が
貰
謹
さ
ん
と
す
る
姑
に
特
徴
が
め
h
什
商
人
又
は
生
産
者
の
附
す
る
債
格
は
供
給

h
h
b
w
H
'
l
-
m
 

〆

-
t
f

地
位
)

数
量
の
こ
と
ご
と
〈
貰
壷
す
結
卸
ち
専
ら
供
給
数
量
と
需
要
曲
腕
の
闘
係
に
よ
り
決
定
さ
る
左
一
E

へ
ょ
う
。

一
二
、
消
費
者
の
濁
占
消
費
者
の
濁
占
と
商
人
の
闘
係
を
見
る
。
こ
の
場
合
商
人
の
聞
に
競
争
の
存
在
す
る
場

合
に
は
消
費
者
の
必
要
と
す
る
だ
け
の
数
量
を
供
給
す
る
者
の
限
界
生
産
費
、
或
は
平
均
生
産
費
に
よ
り
債
格
は

決
定
さ
る
と
云
ふ
外
は
な
い
。
消
費
組
合
購
買
組
合
が
需
要
者
の
濁
市
左
見
倣
す
べ
き
か
或
は
一
の
商
業
形
態
と

見
倣
す
べ
き
か
は
問
題
で
あ
る
が
、

一
の
需
要
者
濁
占
と
見
倣
す
限
り
生
産
者
或
は
商
人
の
卒
均
利
潤
が
彼
等
に

譲
渡
さ
れ
る
と
見
ね
ば
な
ら
ね
o
そ
の
限
界
は
供
給
者
の
生
産
費
迄
理
論
的
に
は
及
び
得
る
わ
け
で
あ
る
が
、
商
品

の
種
類
に
よ
っ
て
色
そ
の
猫
占
カ
は
異
る
。
然
し
今
日
で
は
消
費
組
会
購
買
組
合
は
他
の
商
業
と
競
争
的
地
枕
に

償
給
構
成
に
於
げ
る
商
業
の
作
用

第
四
十
二
巻

九
四
七

第
五
披

四
五
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債
格
構
成
に
於
げ
る
商
業
の
体
用

第
四
十
一
二
巻

九
四
八

第
五
獄

一
四
六

あ
り
、
平
均
利
潤
の
考
へ
方
を
以
て
す
る
限
り
組
合
に
蹄
属
す
る
資
本
に
劃
す
る
利
潤
だ
け
債
格
の
低
下
が
も
七

ら
さ
れ
る
も
の
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
勿
論
こ
の
場
合
流
通
経
費
の
排
除
に
よ
る
特
別
利
潤
が
得
ら
れ
る
わ
け
で
あ

る
が
、
資
本
の
自
由
流
入
が
制
限
さ
れ
て
ゐ
る
限
り
こ
の
利
潤
の
平
均
化
が
阻
害
さ
れ
て
ゐ
る
事
に
よ
り
、
こ
れ

を
確
保
し
得
る
馳
に
於
て
そ
の
長
所
が
あ
る
。

然
し
流
通
空
費
の
排
除
も
枇
曾
的
一
般
的
に
行
亘
れ
ば
特
別
利
潤

出
現
の
根
擦
に
は
な
り
得
な
い
。
或
は
叉
生
産
者
の
利
潤
増
加
に
経
る
様
な
こ
と
も
あ
る
。

問
、
山
人
住
蹴
噺
術
職
者
畑
一
札
仰
糊
内

」

E
E
J
Z
W
u
u
k
k
z
h百
K
L
P
-

需
要
弘
司
司
王
二
喝
な
自
由

L
F
Jり
5
息抑

止日

3
Fゴ
4
J
R
J
R
l
H
ノ

J
4
1
1ヨ
2
4
4
4
J
i
-
-
J
I
I
d
-
-
4
1
4」

A
H
債
格
は
何
慮
に
落
着
〈
か
。
第
一
の
場
合
は
生
産
者
の
生
産
費
と
商
人
の
見
積
債
格
の
聞
に
落
付
〈
わ
け
で
あ

る
が
、
か
〈
の
如
き
は
稀
で
あ
り
或
意
味
で
は
生
産
債
格
に
落
着

t
と
も
考
へ
得
ら
れ
ぬ
わ
け
で
は
な
い
が
、
生

産
者
ド
直
接
販
買
の
可
能
に
劃
す
る
障
害
の
な
い
限
り
商
人
の
地
位
は
弱
い
も
の
左
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
商
人
と

消
費
者
の
壁
方
的
濁
占
の
場
合
は
ど
こ
に
落
着
〈
か
。
商
人
の
購
買
債
格
が
上
限
を
な
す
が
、
そ
の
問
伺
慮
に
落

着
〈
か
は
財
の
種
類
特
に
消
費
者
の
需
要
の
伸
縮
性
の
如
何
に
よ
る
も
の
と
思
ふ
。
商
人
の
米
の
買
占
の
如
き
場

人
口
に
は
法
外
な
債
格
が
付
せ
ら
れ
る
事
は
我
等
の
屡
E
見
る
所
で
あ
る
。

結

論

以
上
私
は
正
常
債
格
、
市
場
債
格
、
濁
占
領
格
に
就
い
て
、
そ
の
構
成
に
於
て
、
商
業
が
如
何
な
る
作
用
を
及

ぽ
す
か
を
一
臆
労
働
費
用
語
の
立
場
に
立
ち
つ
〉
そ
れ
へ
の
疑
問
を
指
摘
し
つ
h

眺
め
て
来
に
。
勿
論
戎
場
合
は



効
用
語
の
限
界
概
念
を
借
り
て
説
明
し
た
勅
も
あ
る
が
、
元
来
な
ぞ
以
て
せ
ば
費
用
語
と
効
用
設
と
は
必
十
し
も

矛
盾
し
た
見
解
に
立
つ
も
の
に
非
や
と

6
考
へ
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
ふ
の
で
あ
っ
て
、

7
1
ジ

ヤ

y
、

ヂ

1
チ
ヱ
U
F

、
或
は
わ
が
小
泉
信
三
氏
等
否
ジ
ヱ
ポ
シ
ス
ず
ら
或
意
味
で
は
認
め
て
ゐ
る
如
〈
、
勢
働
費
用
は
生

ま
作
一
費
を
定
め
生
産
費
は
供
給
を
供
給
は
稀
小
性
を
左
右
し
限
界
効
用
に
作
用
す
と
云
ふ
如
き
見
解
も
、
或
意
味
で

は
見
る
べ
き
る
の
多
い
と
色
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
未
だ
舎
で
徹
底
的
に

7

Y
ク
ス
、

ペ

I
ム
芯
へ
翫
越
の

却
し

l
費
用
語
効
用
設
を
一
方
的
に
主
張
し
た
も
の
は
な
い
と
犯
は
伝
ゃ
。

備
本
論
は
に
Y
私
の
一
試
論
で
J

の
っ
て
必
宇
や
諜
色
多
い
事
と
信
や
る
が
今
後
の
肝
究
に
基
い
て
医
し
て
行
事

)

可

・

・

3
4
A

、o

p
J
r
L
F
L
H』

P
A

示
日
何
百
旦
岐
日
況
の
勤
時
間
山
間
情
説
成
は
紋
月
一
粧
桝
論
の
低
椛
耐
に
も
直
持
ド

μ
日
仕
組
し
て
ゐ
な
い
事
も

こ
う
に
附
記
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

2
3

早
稲
田
大
撃
の
機
関
誌
「
政
治
経
済
皐
雑
誌
」
四
月
披
は
小
生
の
ケ
ネ
1
解
碍
(
論
議
一
月
披
故
に
前
披
参
照
)
に
封
す
る
久
保
田
明
光
教
授
の
批

列
を
載
せ
て
ゐ
る
。
然
し
私
は
教
授
の
有
盆
な
る
御
教
一
市
に
色
閥
ら
宇
今
日
の
と
こ
ろ
前
携
に
品
述
べ
た
知
〈
必
干
し
一
色
白
設
を
地
棄
す
る
の
必

要
を
認
め
な
い
。
こ
の
艶
品
川
曲
牢
昇
の
諸
賢
の
御
叱
正
を
待
っ
て
一
考
し
た
い
と
思
ふ
。
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間
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債
格
構
成
に
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げ
る
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業
の
作
用
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